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　新年あけましておめでとうございます。昨年は患者さ
んや指導医の皆様に多くのことを教わりました。本年も
臨床現場からますます多くの経験や知識を積んでいこう
と存じますので何卒よろしくお願い申し上げます。　
　この場を借りて自己紹介をさせていただきます。私は
島根県安来市出身で、松江北高等学校を卒業後、島根大
学医学部に入学いたしました。大学ではバスケットボー
ル部と軽音楽部に所属しておりました。軽音楽をしてい
たこともあり、研修医になってからもひっそりと浜田圏
域の音楽イベントに参加させていただいておりました。
　浜田医療センターでの初期研修では各科を２年間ロー
テーションして研修していますが、今年度は外部の病院
に研修に行かせていただく貴重な機会を頂きました。
　まず、８月に島根大学付属病院の集中治療室（ICU）で
１か月の研修をさせていただきました。ICUには緊急入
院した方の中でも最も重症な方や、心臓などの大きな手
術をした方など、細やかな全身管理が必要な患者さんが
入院されます。日々患者さんの全身状態を評価し、指導
医の先生に集中治療のことを教わりながら研修をさせて
いただきました。
　そして、９月と10月は東京医療センターに研修に行
かせていただきました。東京医療センターは東京都目黒
区に位置し、浜田医療センターなど、全国約140の病院
のグループである国立病院機構の本部が置かれている病

院です。１次救急～３次救急まで幅広く受けいれており、
その中でも３次救急を専門に受け入れている、救急救命
センターで２か月の研修に行かせていただきました。年
間約1,400件の重症症例が搬送される救命センターで
は、交通外傷や心肺停止などの３次選定となった患者さ
んが次々と搬送されてきます。救命救急科の先生と東京
医療センターの同世代の研修医と共に、初療からその後
の管理まで、議論を交わしながら日々疲れ果てるまで働
きました。時には仕事終わりに研修医仲間で飲みに行っ
たり、ON　OFFともに充実した２か月でした。
　11月と12月は浜田医療センターに戻り、腎臓内科で
研修させていただきました。前回のSmile&Heartに慢性
腎臓病について特集されていた、花田昌也先生のご指導
のもと、慢性腎臓病のマネージメントや急性腎障害の治
療、透析患者さんの管理、糸球体腎炎などのやや特殊な
病気に関することなど、腎臓病関連の知識を教わりまし
た。今まで足りなかった腎臓の知識が穴埋めされていく
ようで、大変充実感のある２か月でした。
　研修も２年目後半になり、各自が今後の進路について
決める時期になりました。来年度からは研修医２年目の
４人もそれぞれの道を歩みだすことになります。研修医
として過ごせるのもあと３か月と思うとまだまだ学び足
りないと感じます。
　私は島根大学循環器内科に進むことを決め、来年度か
らは循環器内科医として勤務することになります。他の
科とも色々と迷いましたが、一番興味がある科に進もう
と思い決めました。まだまだ長い道のりですが、学ぶこ
との楽しさという初心を忘れずに医師として成長してい
けたらと思います。
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がん化学療法看護
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　がんは、日本人の2人に1人が一生の間に罹患すると
言われている病気です。
　最近の「がん治療」は治療薬や治療方法だけでなく、治
療に伴う副作用に対する治療方法も次々と開発され、進
歩が大きく、複雑化してきています。

　私は2011年にがん化学療法看護認定看護師になりま
した。がん化学療法看護認定看護師の役割は、がん治療
のひとつの薬物療法である化学療法（抗がん剤治療）を受
ける患者さんが、治療を安全に受けることができて、セ
ルフケアを実践できるよう援助することです。そのため
に、がん化学療法で使用される薬剤に関する知識を活か
して、薬物を投与するときの管理や副作用対策を安全に
また適正に責任をもって実施し、がん化学療法を受ける
患者さんやご家族とともに治療中におこる問題点を明ら
かにして、一緒に考えて適切な対応ができるように援助
を行っています。

　現在、認定看護師として外来化学療法室で勤務をしな
がら活動をしています。当院には通院でがん化学療法を
受ける患者さんが快適に、安全に安心して治療が受けら
れるように設備が整った外来化学療法室があります。近
年、がん化学療法の治療の場は入院から外来へ移行して
おり、年々治療件数も増えて、1800件以上まで増加し
ています。（図1）

　日々進歩するがん化学療法を提供するには専門的知識
が欠かせません。そのため治療薬の作用・副作用を日々
学習し、安全な投与方法を十分に把握して業務にあたっ
ています。治療中は１人ひとりの患者さんを回り、薬剤
の漏れがないか確認し、点滴の残量、速度の確認、患者
さんの状態を観察しています。また副作用の程度や日常

生活を送るうえで困っていることはないかなどお話を聞
き、医師や薬剤師などと協同し、チーム医療で患者さん
やご家族にがん化学療法を提供しています。
　外来だけでなく、病棟でも安全に安心して看護ケアを
提供できるように、病棟でがん化学療法を行っている患
者さんの副作用対応や、スタッフからの新薬に関する相
談に対してアドバイスを行っています。また、院内研修
の開催や抗がん剤の曝露対策にも取り組んでいます。

　がんと共に生きる患者さんにとって、化学療法を継続
することは大変なことです。ご家族のサポートも必要と
なり、時にはつらいときもあることでしょう。しかし、
患者さんが「病気と闘うために受ける」と決めた治療で、
最大限の効果が得られるように、患者さんやそのご家族
との対話を続けながら前向きに生きていくための支援が
できたらと考えています。そして、スタッフと共に微笑
みを絶やさず患者さんに寄り添うことができるように、
なんでも相談できる場所を目指し活動しています。

図１　外来化学療法実施件数
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